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平
成
31
年
３
月
定
例
会

平
成
31
年
度
当
初
予
算
を
含
む
、28
案
件
を
議
決

平 成 31 年 度 当 初 予 算

　平成31年第３回３月定例会は、３月７日から11日までの５日間

（９日、10日は休会）の会期で行われました。

　提案された条例制定２件、条例改正８件、条例廃止１件、補正予

算６件、平成31年度予算６件、工事請負契約の変更３件、副町長選

任の同意１件、人権擁護委員候補者の諮問１件の計28件について、

慎重に審議された結果、原案どおり可決・同意されました。

一　般　会　計　

≪予算総額≫

119億3,600万円

（前年比：19億7,050万円（19.8％）の増）

≪歳入のうち自主財源：町税等≫  

　  45億0,422万9千円（全体の37.8％）

　  （前年比：2億0,869万6千円（4.4％）の減）

≪歳入のうち依存財源：国県支出県等≫

　  74億3,177万1千円（全体の62.2％）

　  （前年比：21億7,919万6千円（41.5％）の増）

≪歳出のうち義務的経費：人件費、公債費、扶助費≫  

　  15億0,464万8千円（全体の12.6％）

  （前年比：7,122万1千円（4.5％）の減）

≪歳出のうち投資的経費：普通建設事業費、災害復旧事業費等≫

　  48億3,721万7千円（全体の40.6％）

　  （前年比：21億7,577万4千円（81.8％）の増）

３
月
定
例
会
の
様
子

◆主な事業
●甘藷等施設整備事業　　　　　　　　　22億4,190万８千円
●トマト栽培施設整備事業　　　　　　　 ６億9,043万２千円
●新（再生可能）エネルギー導入推進事業　 ５億4,500万０千円
●木屋・小六郎線自由通路整備事業　　　 ４億3,500万０千円
●津波被災地区復興再生事業　　　　　　 １億2,405万３千円

◆可決【賛成全員】



３
月
定
例
会

3 議会報ならは　№184

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

《
予
算
総
額
》

 

14
億
２
，７
１
２
万
８
千
円

 

（
前
年
比:

１
億
２
，２
４
９
万
８
千
円

 

（
７
・
９
％
）
の
減
）

●
主
な
事
業

一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
費

 

10
億
６
，０
８
４
万
８
千
円

◆
可
決
【
賛
成
全
員
】

下
水
道
事
業
特
別
会
計

《
予
算
総
額
》

 

５
億
２
，３
２
２
万
１
千
円

 

（
前
年
比:

５
，３
９
４
万
２
千
円

 

（
11
・
５
％
）
の
増
）

●
主
な
事
業

下
水
道
事
業
債
償
還
金

 

１
億
９
，３
９
１
万
円

◆
可
決
【
賛
成
全
員
】

住
宅
用
地
造
成
事
業
特
別
会
計

《
予
算
総
額
》

 

99
万
円

 

（
前
年
比:

１
億
３
，２
６
６
万
３
千
円

 

（
99
・
３
％
）
の
減
）

●
主
な
事
業

住
宅
用
地
造
成
事
業
費

 

98
万
９
千
円

◆
可
決
【
賛
成
全
員
】

介
護
保
険
特
別
会
計

《
予
算
総
額
》

 

９
億
６
，６
７
９
万
９
千
円

 

（
前
年
比:

５
，６
４
５
万
５
千
円

 

（
６
・
２
％
）
の
増
）

●
主
な
事
業

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
保
険
給
付
費

　

   

４
億
１
，９
４
３
万
６
千
円

◆
可
決
【
賛
成
全
員
】

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

《
予
算
総
額
》

 

３
，１
７
３
万
７
千
円

 

（
前
年
比:

１
０
２
万
４
千
円

 

（
３
・
１
％
）
の
減
）

●
主
な
事
業

後
期
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者
医
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◆
可
決
【
賛
成
全
員
】

平
成
31
年
度
東
日
本
大
震
災
等

に
よ
る
被
災
者
に
対
す
る
国
民
健

康
保
険
税
等
の
減
免
に
関
す
る

条
例
の
制
定 

●
被
災
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図

る
た
め
、
平
成
31
年
度
の
国
民
健
康
保

険
税
及
び
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
、
減

免
措
置
の
規
定
を
整
備
す
る
た
め
制
定
。

　
　
　

 

◆
可
決
【
賛
成
全
員
】

地
域
振
興
基
金
条
例
の
制
定

●
町
が
行
う
地
域
振
興
事
業
に
要
す
る

資
金
を
積
立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

基
金
を
設
置
す
る
た
め
制
定
。

 

◆
可
決
【
賛
成
全
員
】

行
政
区
設
置
条
例
の
改
正

●
行
政
区
の
再
編
に
伴
い
、
行
政
区
長

の
定
数
並
び
に
区
域
を
見
直
す
た
め
一

部
改
正
。　

 

◆
可
決
【
賛
成
全
員
】

地
区
集
会
所
条
例
の
改
正

●
大
坂
、
前
原
、
波
倉
地
区
に
お
け
る

地
区
集
会
所
の
移
転
に
伴
い
、
当
該
地

区
集
会
所
の
位
置
を
変
更
す
る
た
め
一

部
改
正
。　

 
◆
可
決
【
賛
成
全
員
】

個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個

人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例

の
改
正

●
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
を
利
用
す
る
た

め
の
法
律
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い

一
部
改
正
。 

◆
可
決
【
賛
成
全
員
】

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の
改
正

●
労
働
基
準
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
正
規
の
勤
務
時
間
以
外
の
時
間

に
お
け
る
勤
務
に
関
す
る
規
定
を
整
理

す
る
た
め
一
部
改
正
。

 

◆
可
決
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賛
成
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職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

改
正

●
県
人
事
委
員
会
の
給
与
勧
告
に
基
づ

き
通
勤
手
当
の
支
給
額
、
期
末
手
当
の

算
定
基
礎
額
に
乗
ず
る
割
合
の
改
定
を

行
う
た
め
一
部
改
正
。

◆
可
決
【
賛
成
全
員
】

平 

成 

31 

年 

度 

当 

初 

予 

算

条

例

の

制

定

／

改

正

完成した大坂地区集会所
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補

正

予

算

完成した中満南分譲地（２期）

副
町
長
の
選
任

●
大
和
田　

賢
司
氏
（
下
小
塙
）

※
再
任

　

副
町
長
大
和
田
賢
司
氏
が
平
成

31
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
任
期
満

了
と
な
る
た
め
再
任
。

 

◆
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人
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擁
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委
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補
者
の
推
薦

●
青
木　

ひ
ろ
み
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（
大
谷
）

※
新
任

　

委
員
１
名
が
６
月
30
日
を
も
っ

て
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
候
補

者
を
推
薦
。
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岬
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す
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道
の
駅
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●
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す
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あ
た
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日
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大
震
災
以
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社
会
情
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の
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踏
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の
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用
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す
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。
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３
月
11
日
現
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、
楢

葉
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住
所
を
有
し
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び
現
に
雇
用
促
進
住
宅
に
入
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賃
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免
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す
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改
正
。
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廃

止

●
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日
本
大
震
災
の
影
響
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よ
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公
の
施
設
と
し
て
の
使
用
が
困
難

と
な
っ
た
白
鳥
の
館
に
つ
い
て
、

公
の
施
設
と
し
て
の
用
途
を
廃
止

す
る
た
め
廃
止
。　
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会
期　

平
成
31
年
３
月
25
日

工
事
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●
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。
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光
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●
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●
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８
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９
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０
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●
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更
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７
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９
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０
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０
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事
請
負
契
約
変
更

　請願・陳情書の記載内容や添付書類などに不備がある場合、

受け付けが出来ないことがございますので、ご注意ください。

請願・陳情書を提出される方へ

令和

《留意事項》

・�一つの案件ごとに作成してください。

・�提出年月日、住所、氏名、電話番号を

記載し押印をお願いします。

・�請願者が多数の場合は、ほか○○名と

付記し、別紙として、全員分の住所、

氏名、押印がされている連名書または

同意書等を添付してください。

・�請願には必ず、議員1名以上の署名押印

が必要（陳情の場合必要なし）です。

・�内容には、何をどの様に処理して欲しい

か等具体的に明記してください。

・�意見書や要望書等の提出を求める場合

は、その案文を必ず添付してください。

・�提出は、次期定例会のおよそ10日前ま

でに提出をお願いします。

・�その他、関係する書類等があれば添付し

てください。
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屋
内
体
育
施
設
「
な
ら
は
ス
カ
イ

ア
リ
ー
ナ
」
の
運
営
に
つ
い
て

説
明:

教
育
総
務
課

●
指
定
管
理
者

　

株
式
会
社
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

●
営
業
時
間　

 

９
時
00
分
～
21
時
00
分

●
休

館

日　

 

毎
週
水
曜
、
年
末
年
始

●
指
定
管
理
者
に
よ
る
職
員
配
置
計
画

　

正
規
職
員
６
名　

非
正
規
職
員
５
名

　

計
11
名

●
指
定
管
理
料

　

１
，５
７
８
万
９
，２
０
２
円

・
指
定
管
理
者
支
出
見
込
額

　

５
，８
８
８
万
９
，２
０
２
円

　

（
人
件
費
、
事
業
経
費
、
事
務
費
）

※ 

光
熱
水
費
見
込
額
３
，３
０
０
万
円
は
、

町
が
負
担
す
る
。

・
利
用
料
金
収
入
見
込
額

　

 

４
，１
０
０
万
円

原
子
力
災
害
広
域
避
難
計
画（
案
）

に
つ
い
て

説
明:

く
ら
し
安
全
対
策
課

●
修
正
前
の
広
域
避
難
計
画

　

平
成
26
年
６
月
策
定

●
修
正
の
目
的　

① 

町
の
地
域
防
災
計
画
上
、
原
子
力
災

害
対
策
重
点
区
域
が
、
平
成
31
年
１

月
に
修
正
さ
れ
た
。

② 

避
難
計
画
の
対
象
人
口
が
、
３
，
０
０
０

人
か
ら
約
５
，
０
０
０
人
に
増
加
。

●
修
正
の
ポ
イ
ン
ト

① 

《
修
正
前
》
木
戸
川
の
南
北
で
対
応
が

　

異
な
る
。

　

   《
修
正
後
》
全
町
統
一
し
た
対
応
を
図

　

る
。
判
断
や
町
民
へ
の
指
示
、
対
応

　

が
シ
ン
プ
ル
に
な
っ
た
。

②
《
修
正
前
》
一
時
集
合
場
所
（
自
家
用

　

 

車
で
避
難
で
き
な
い
住
民
が
町
の
準

備
す
る
バ
ス
等
で
避
難
す
る
際
の
集

合
場
所
）
が
、南
小
学
校
１
ヶ
所
の
み
。

　

《
修
正
後
》
新
た
に
多
目
的
広
場
兼
駐

　

車
場
（
整
備
予
定:

山
田
岡
字
小
堤
地

　

内
）
を
指
定
。

③
《
修
正
前
》
避
難
先
施
設
12
施
設
。

　

 《
修
正
後
》
20
施
設
に
増
加
。
福
祉
避

難
所
も
、
会
津
美
里
町
の
計
４
施
設

を
確
保
。

財
政
運
営
戦
略
（
本
格
復
興
編
）

に
つ
い
て

説
明:

総
務
課

●
策
定
の
目
的

　

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
町
民
の
ニ
ー
ズ

に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
し
、
安
定
し
た
財

政
構
造
の
構
築
を
目
指
す
。

●
計
画
期
間

　

２
０
１
９
～
２
０
２
３
年
度
の
５
年
間

●
財
政
健
全
化
に
向
け
た
具
体
的
な
取
組
み

①
内
部
統
制
の
構
築

・ 

予
算
配
分
の
意
思
決
定
や
し
く
み
、
体
制
な

ど
強
固
な
行
政
基
盤
の
構
築
。

（
例
）
◆ 

交
際
費
執
行
基
準
の
作
成
、公
表
ル
ー

ル
等
の
検
討

　
　
　

◆
町
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
調
整  

等

②
歳
入
の
確
保

・
各
種
財
源
確
保
に
向
け
た
取
組
み
。

（
例
）
◆
受
益
者
負
担
の
適
正
化

　
　
　

◆
不
必
要
な
施
設
の
売
却　

等

③
歳
出
の
削
減

・
財
源
を
よ
り
賢
く
活
用
す
る
取
組
み
。

（
例
）
◆
委
託
業
務
の
見
直
し

　
　
　

◆
事
業
仕
分
け　

等

●
取
組
み
に
よ
る
効
果
見
込
額

　

 

10
億
６
，
３
９
２
万
円
（
５
年
計
）

●
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

《
取
組
前
》 

毎
年
度
収
支
が
赤
字
の
た
め
基

金
を
取
崩
す
必
要
あ
り
。

《
取
組
後
》 

２
０
２
２
年
度
か
ら
収
支
が
黒

字
化
す
る
見
込
み
。

全　員
協議会全員協議会で、協議された事項についてお知らせします 

開会日：平成31年２月25日（月）

開会日：平成31年３月25日（月）

オープンしたならはスカイアリーナ



い
っ
ぱ
ん
質
問

7 議会報ならは　№184

い
っ
ぱ
ん
質
問

町
政
を
問
う
！

◆
交
流
人
口
の
増
加
が
楢
葉
を
変
え

る
、
そ
の
政
策
に
つ
い
て

　

本
格
的
な
帰
町
が
始
ま
っ
て
か
ら
１
年
に

な
る
が
、
町
内
居
住
者
は
約
３
，
６
０
０
人
、

52
％
に
留
ま
り
、
震
災
前
の
人
口
回
復
は
見

通
せ
な
い
状
況
に
あ
る
。
国
の
交
付
金
等

で
整
備
し
た
様
々
な
施
設
を
利
活
用
す
る
に

は
、
一
定
の
人
口
増
加
に
係
る
対
策
に
力
を

傾
注
す
べ
き
で
あ
る
。

■問　

全
国
的
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
な
特
色
あ

る
イ
ベ
ン
ト
を
考
え
、
交
流
人
口
を
拡
大
す

べ
き
と
思
う
が
。

■答　

（
町
長
）
日
本
最
大
規
模
の
全
天
候
型

練
習
場
と
い
う
新
た
な
付
加
価
値
を
備
え
、

新
生
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
と
し
て
昨
年
夏
に
再
ス

タ
ー
ト
し
、
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
を
企
画
し
た
。
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
イ

ベ
ン
ト
を
、
来
町
者
を
増
や
す
一
大
事
業
と

位
置
付
け
大
々
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
交
流
人
口
の

拡
大
に
取
り
組
み
た
い
。

■問　

Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
は
、
大
き
く
交
流
人
口

が
拡
大
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
天
神
岬
ス

ポ
ー
ツ
公
園
は
、
地
理
的
条
件
が
非
常
に
良

い
。
活
用
す
る
た
め
に
も
、
国
道
６
号
線
か

ら
宇
宙
桜
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
と
し
て
、
桜
を

植
え
て
は
ど
う
か
。

■答　
（
復
興
推
進
課
長
）
観
光
拠
点
の
天
神
岬

に
通
ず
る
重
要
路
線
で
あ
り
、
平
成
26
年
度

ご
ろ
、
６
号
国
道
か
ら
坂
の
上
が
り
口
ま
で

植
栽
を
し
た
。
登
り
口
か
ら
公
園
入
り
口
ま

で
の
現
状
を
見
て
、
桜
並
木
の
形
成
が
可
能

か
ど
う
か
、
今
後
検
討
し
て
進
め
て
い
く
。

■問　

天
神
岬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
、
交
流
人
口

拡
大
を
探
る
一
つ
の
方
向
性
と
し
て
、
自

転
車
レ
ー
ス
の
大
会
を
計
画
し
て
は
ど
う

か
。
天
神
岬
か
ら
木
戸
ダ
ム
、
乙
次
郎
ま

で
行
っ
て
戻
っ
て
く
る
と
約
40
㎞
に
な
る
。

「
４
２
・
１
９
５
ゆ
ず
の
里
自
転
車
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
大
会
」
の
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ

る
名
前
を
つ
け
て
、
県
の
自
転
車
競
技
連
盟

も
巻
き
込
み
な
が
ら
、
海
、
山
、
川
を
周
遊

で
き
る
コ
ー
ス
で
実
施
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
か

と
思
う
が
。

■答　
（
町
長
）
復
興
事
業
が
進
む
中
、
交
流

人
口
を
増
や
す
た
め
の
策
を
行
政
と
し
て
も

考
え
て
い
き
た
い
。

■問　

天
神
岬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
は
、
太
平
洋
を

一
望
で
き
る
標
高
40
ｍ
の
高
台
に
位
置
し
、

地
理
的
特
性
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
特
性
を

生
か
す
よ
う
な
遊
具
を
建
て
て
は
ど
う
か
。

◆
総
合
型
体
育
施
設
（
ス
カ
イ
ア

リ
ー
ナ
）
の
運
営
等
に
つ
い
て

　

ス
カ
イ
ア
リ
ー
ナ
は
、
児
童
生
徒
を
は
じ

め
、
町
民
の
健
康
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
建
設
費
を
は
じ

め
、
町
財
政
に
合
わ
な
い
規
模
と
の
指
摘
も

あ
り
、
今
後
の
運
営
、
維
持
管
理
に
不
安
を

抱
く
町
民
も
多
い
。

■問　

駐
車
場
な
ど
付
帯
施
設
を
含
め
て
ア

リ
ー
ナ
の
整
備
に
係
る
総
額
は
。

■答　

（
教
育
長
）
駐
車
場
整
備
工
事
、
備
品
、

案
内
看
板
設
置
、落
成
式
典
費
用
等
を
含
め
、

整
備
費
用
の
総
額
は
現
時
点
で
、
44
億
３
，

４
７
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

■問　

毎
年
の
維
持
管
理
経
費
は
。

■答　
（
教
育
長
）
光
熱
水
費
、
火
災
保
険
料
、

設
備
点
検
保
守
等
の
維
持
管
理
経
費
は
、
約

３
，
６
０
０
万
円
。
こ
れ
以
外
に
、
指
定
管

理
者
に
支
出
す
る
人
件
費
、
事
業
経
費
、
管

理
費
等
で
約
１
，
６
０
０
万
円
、
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
マ
シ
ン
の
リ
ー
ス
料
で
約
６
０
０
万
円

を
見
込
ん
で
い
る
。

■問　

利
用
促
進
に
む
け
て
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
し
て
い
る
の
か
。

■答　
（
教
育
長
）

 

戦
略
的
な
広
報
活
動
と
し

て
、
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
広
告
や
、
法
人

会
員
の
拡
大
に
向
け
、
事
業
所
訪
問
等
も
実

施
し
て
い
く
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
情
報

配
信
な
ど
、
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
と
連
携
し
た
広

報
活
動
も
展
開
し
て
い
き
た
い
。

■答　
（
町
長
）
新
た
な
遊
具
の
整
備
を
含
め
、

財
源
や
維
持
費
等
を
精
査
し
な
が
ら
、
公
園

の
魅
力
を
一
層
高
め
て
い
き
た
い
。

■問　

眺
望
の
良
さ
と
い
う
特
性
を
生
か
し
、

楢
葉
に
行
け
ば
こ
れ
が
楽
し
め
る
と
い
う
よ

う
な
、
よ
り
高
い
、
展
望
台
の
整
備
を
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

■答　
（
新
産
業
創
造
室
長
）
公
園
整
備
の
財

源
が
な
か
な
か
な
い
た
め
、
整
備
後
の
維
持

費
等
を
精
査
し
な
が
ら
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

■問　

天
神
岬
の
ア
ヤ
メ
池
北
側
の
山
林
を
公

園
化
す
る
計
画
が
過
去
に
あ
っ
た
が
、
実
現

し
な
か
っ
た
理
由
は
。
今
後
、
交
流
人
口
拡

大
の
観
点
か
ら
、
実
現
に
向
け
て
取
り
組
む

考
え
が
あ
る
の
か
。

■答　

（
町
長
）
天
神
岬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
拡

充
計
画
と
し
て
、
平
成
20
年
度
に
基
本
計
画

を
作
成
し
て
い
る
。
既
存
の
公
園
北
部
、
約

４
ha
の
中
に
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
健
康
増
進
施

設
等
を
取
り
入
れ
る
計
画
だ
っ
た
が
、
震
災

に
よ
り
実
現
し
な
か
っ
た
。
町
を
取
り
巻
く

環
境
の
大
き
な
変
化
を
勘
案
し
な
が
ら
、
天

神
岬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
整
備
拡
充
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

提
言　

町
で
誇
れ
る
、
人
を
呼
べ
る
の
は
Ｊ

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
と
天
神
岬
。
利
用
拡
大
す
る
意

味
で
、
前
向
き
に
考
え
て
ほ
し
い
。

宇
佐
見 

雅
夫　

議
員



い
っ
ぱ
ん
質
問

8令和元年６月５日　発行

い
っ
ぱ
ん
質
問

町
政
を
問
う
！

猪
狩　

守　

議
員

◆ 

救
急
医
療
に
つ
い
て

　

ふ
た
ば
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
病
院
（
※
以

下
、「
ふ
た
ば
医
療
セ
ン
タ
ー
」）
が
昨
年
４

月
23
日
か
ら
診
療
が
開
始
さ
れ
、
二
次
救
急

医
療
を
は
じ
め
と
す
る
双
葉
地
域
に
必
要
な

医
療
を
確
保
し
、
二
次
、
三
次
救
急
医
療
機

関
の
負
担
軽
減
を
図
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て

い
る
。

■問　

当
町
か
ら
ふ
た
ば
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の

救
急
搬
送
は
ど
の
く
ら
い
あ
っ
た
の
か
。

■答　

（
町
長
）
当
病
院
が
開
院
し
た
平
成
30

年
４
月
23
日
か
ら
平
成
31
年
１
月
31
日
ま
で

の
救
急
搬
送
者
数
は
、
１
１
１
人
と
な
っ
て

い
る
。
同
期
間
内
の
救
急
搬
送
者
の
総
数
は

１
７
７
人
あ
り
、
全
体
の
62
・
７
％
が
当
病

院
へ
の
搬
送
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
救
急
搬
送
さ
れ
た
１
１
１
人
の
う

ち
、
楢
葉
町
に
住
所
を
有
す
る
人
数
は
、
80

人
と
な
っ
て
い
る
。

■問　

ふ
た
ば
医
療
セ
ン
タ
ー
に
当
町
か
ら
１

回
で
搬
送
さ
れ
た
患
者
数
は
何
人
か
。ま
た
、

い
わ
き
や
相
馬
地
区
へ
ど
の
く
ら
い
搬
送
さ

れ
て
い
る
の
か
。

■答　

（
住
民
福
祉
課
長
）
搬
送
者
の
う
ち
94

名
が
１
回
で
ふ
た
ば
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
搬
送

さ
れ
て
お
り
、
い
わ
き
市
医
療
セ
ン
タ
ー
へ

13
名
、
労
災
病
院
へ
14
名
、
相
馬
市
へ
１
名
、

ま
た
広
野
町
へ
８
名
が
搬
送
さ
れ
た
と
の
報

告
を
受
け
て
い
る
。

■問　

平
均
、
何
回
目
の
連
絡
で
病
院
へ
搬
送

さ
れ
た
の
か
。
病
院
が
決
ま
る
ま
で
の
待
ち

時
間
は
、
平
均
ど
の
く
ら
い
か
。

■答　

（
住
民
福
祉
課
長
）
ふ
た
ば
医
療
セ
ン

タ
ー
に
１
回
目
で
搬
送
さ
れ
た
の
が
84
％
、

２
回
目
が
９
％
で
、
約
95
％
の
方
が
２
回
目

ま
で
に
搬
送
さ
れ
て
い
る
。富
岡
以
外
で
は
、

い
わ
き
に
搬
送
さ
れ
た
66
件
の
う
ち
１
回
目

で
60
％
、
２
回
目
で
19
％
と
80
％
弱
が
１
回
～

２
回
で
搬
送
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
救
急
車
が
現
場
に
到
着
し
て
か
ら

発
車
す
る
ま
で
の
滞
在
時
間
は
、
ふ
た
ば
医

療
セ
ン
タ
ー
は
平
均
19
分
10
秒
、
そ
れ
以
外

の
病
院
は
平
均
19
分
７
秒
と
の
報
告
を
受
け

て
い
る
。

■問　

病
院
へ
の
連
絡
が
最
大
何
回
で
、
搬
送

の
受
け
入
れ
が
さ
れ
た
の
か
。

■答　

（
住
民
福
祉
課
長
）
最
大
11
回
目
で
搬

送
さ
れ
た
と
い
う
、
別
の
医
療
機
関
の
事
例

の
報
告
を
受
け
て
い
る
。
ふ
た
ば
医
療
セ
ン

　

し
か
し
、
人
工
透
析
の
環
境
整
備
は
、
喫

緊
の
課
題
で
あ
り
、
町
も
引
き
続
き
早
期
の

環
境
整
備
を
求
め
て
い
く
。

　

同
時
に
、
患
者
が
人
工
透
析
へ
移
行
す
る

の
を
防
ぐ
取
り
組
み
も
重
要
と
考
え
て
お

り
、
糖
尿
病
の
予
防
や
生
活
習
慣
病
予
防
対

策
を
進
め
、「
自
分
の
健
康
は
自
ら
守
る
」

と
い
う
意
識
の
啓
発
に
努
め
て
い
る
。

■問　

現
在
、
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
町
内

の
患
者
さ
ん
は
何
人
い
る
の
か
。

■答　
（
住
民
福
祉
課
長
）
26
名
で
す
。

■問　

26
名
中
、
楢
葉
町
か
ら
通
院
し
て
い
る

人
は
何
名
か
。

■答　
（
住
民
福
祉
課
長
）
10
名
お
り
、
医
療
機

関
に
よ
る
送
迎
や
自
家
用
車
で
通
院
し
て
い

る
。

■問　

町
内
に
透
析
す
る
場
所
が
あ
れ
ば
帰
っ

て
き
た
い
と
い
う
人
も
か
な
り
の
人
数
い

る
。
町
内
に
、
透
析
で
き
る
医
療
機
関
を
何

と
か
誘
致
し
て
も
ら
い
た
い
。

■答　
（
町
長
）
当
然
帰
還
す
る
た
め
に
は
、
医

師
の
確
保
や
し
っ
か
り
と
し
た
病
院
の
確
保

な
ど
も
条
件
に
入
っ
て
く
る
の
で
、
国
・
県

な
ど
に
要
望
を
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
透
析
処
置
が
可
能
な
民
間
の
医
療

機
関
に
、
町
と
し
て
も
働
き
か
け
を
し
て
い

き
た
い
。

タ
ー
に
決
ま
る
ま
で
に
滞
在
し
た
最
大
時
間

が
68
分
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
搬
送
時
間

を
加
え
る
と
、
約
１
時
間
半
程
度
は
要
し
た

と
推
測
さ
れ
る
。

■問　

輸
血
剤
の
保
存
が
な
い
た
め
、
ふ
た
ば

医
療
セ
ン
タ
ー
で
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た

と
い
う
事
例
を
聞
い
て
い
る
。
な
ぜ
救
急
セ
ン

タ
ー
な
の
に
輸
血
剤
の
保
存
が
な
い
の
か
。

■答　

（
住
民
福
祉
課
長
）
通
常
、
ふ
た
ば
医

療
セ
ン
タ
ー
で
は
輸
血
す
る
血
液
は
ス
ト
ッ

ク
さ
れ
て
い
な
い
。
急
患
の
連
絡
が
入
っ
た

時
点
で
、
い
わ
き
も
し
く
は
原
町
か
ら
血
液

の
救
急
車
で
通
常
30
分
程
度
で
届
く
と
い
う

こ
と
で
、
保
存
期
間
も
あ
る
た
め
在
庫
が
な

い
状
況
と
聞
い
て
い
る
。

■問　

ふ
た
ば
医
療
セ
ン
タ
ー
に
も
、
血
液
を

保
存
す
る
施
設
が
で
き
な
い
か
。

■答　
（
住
民
福
祉
課
長
）
全
国
的
に
見
て
も
血

液
が
不
足
し
て
い
る
状
態
で
あ
り
、
１
医
療

機
関
に
あ
る
程
度
の
保
存
は
で
き
な
い
と
い

う
報
告
を
受
け
て
い
る
。

■問　

人
工
透
析
の
今
後
の
対
応
状
況
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

■答　
（
町
長
）
ふ
た
ば
医
療
セ
ン
タ
ー
に
は
、

血
液
透
析
の
機
器
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
救
急

救
命
医
療
用
で
あ
り
、
一
般
の
人
工
透
析
を

受
け
入
れ
る
位
置
付
け
に
な
っ
て
い
な
い
。

今
後
も
、
救
急
医
療
用
と
し
て
使
用
す
る
と

の
報
告
を
受
け
て
い
る
。
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総務環境常任委員会
今後の町の財政状況	 　【調査日：平成31年１月23日】

※
１  

廃
止
年
度
の
次
年
度
以
降
10
年
間
、
廃
炉
な
ど
原
子

力
発
電
所
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
が
立
地
地
域
に
与

え
る
影
響
を
緩
和
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
原
子

力
発
電
施
設
等
立
地
地
域
基
盤
整
備
支
援
事
業
交
付

金
（
い
わ
ゆ
る
廃
炉
交
付
金
）
が
交
付
さ
れ
る
。

※
２  

水
力
発
電
分
な
ど
の
電
源
交
付
金
は
継
続
し
て
交
付

さ
れ
る
。　

特別委員会の様子

２ 

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
等
の
現
状

○ 

町
の
交
付
実
績
額

   

・
昭
和
49
～
平
成
29
年
度　

 

約
２
９
１
億
円

   

・
平
成
30
年
度　

 

約
10
億
円

   

・
計　

 

約
３
０
１
億
円

　

町
で
は
、
復
興
計
画
に
基
づ
き
大
規
模
な
復
興

事
業
を
実
施
し
て
い
る
が
、「
復
興
・
創
生
期
間
」

が
終
了
す
る
令
和
２
年
度
以
降
の
財
政
見
通
し
は

不
透
明
な
状
況
に
あ
る
。

　

当
委
員
会
で
は
、
今
後
の
町
の
財
政
状
況
や
決

算
等
の
推
移
、
今
後
の
課
題
等
に
つ
い
て
調
査
し

た
。

１　

財
政
指
標
の
状
況

３ 

ま
と
め

　

町
財
政
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

健
全
性
を
保
持
し
て
お
り
、
安
定

し
た
財
政
運
営
が
図
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
で
き
た
。

　

し
か
し
、
人
口
減
に
よ
る
町
税
の

減
少
や
新
設
し
た
大
規
模
な
公
共

施
設
の
維
持
管
理
経
費
に
よ
る
財

政
負
担
の
増
加
、
今
後
の
福
島
第
二

原
子
力
発
電
所
の
廃
止
措
置
の
決

定
に
よ
っ
て
は
電
源
交
付
金
の
大

幅
な
減
少
が
予
想
さ
れ
る
な
ど
、
町

の
財
政
運
営
上
の
マ
イ
ナ
ス
要
因

が
い
く
つ
も
見
受
け
ら
れ
る
。

　

法
定
外
目
的
税
の
新
設
な
ど
新

た
な
財
源
の
確
保
と
一
層
の
事
務

事
業
の
効
率
化
や
歳
出
削
減
を
図

り
、「
復
興
・
創
生
期
間
」
終
了

後
も
健
全
な
財
政
運
営
の
維
持
に

努
め
る
よ
う
求
め
た
。

区分 　　
年度 充足値 21 22 23 24 25 26 27 28 29

経常収支比率
※１

75％
以下

94.1 90.9 89.8 119.9 104.1 100.3 71.1 87.6 77.4

公債費負担比率
※２

15％
以下

6.9 6.4 4.1 3.5 3.4 3.4 2.8 ２.0 1.5

財政力指数
※３

１.0
以下

1.12 1.04 0.95 0.93 0.89 0.86 0.82 0.81 0.84

実質収支比率
※４

３～
５％

9.1 9.2 17.0 29.2 40.8 50.2 8.9 53.9 96.8

※１  経常収支比率：人件費や公債費などの経常的経費に地方税や普通交付税などの経常一般財源収
入がどの程度充当されているかを見るものであり、比率が高いほど財政構造の硬直化が進んで
いることを表す指標。

※２  公債費負担比率：公債費に充当された一般財源の一般財源総額に対する割合をいい、その率が
高いほど、財政運営の硬直性の高まりを示す指標。

※３  財政力指数：地方公共団体の財政力(財源の余裕度)を表す指標で、指数が高いほど普通交付税
算定上の留保財源に余裕があるといえる。

※４  実質収支比率：標準財政規模に対する実質収支の割合で、実質収支とはその年度に属すべき収
入と支出の実質的な差額で、「黒字」または「赤字」を表す指標。

○ 福島第二原子力発電所が現状（みなし稼働+延長）のままの場合（Ａ）と、仮に
平成30年度廃止となった場合（Ｂ）の10年間の収入額の試算

西暦
(Ａ)みなし稼働継続
(電源交付金の試算額)

(Ｂ)廃止の場合
(廃炉交付金※１＋電
源交付金※２の試算額）

(Ｂ)－(Ａ)
廃止に伴う減収額

2019 ９億9,400万円 ６億5,500万円 ▲３億3,900万円

2020 ９億8,800万円 ５億7,000万円 ▲４億1,800万円

2021 ９億8,800万円 ４億8,900万円 ▲４億9,900万円

2022 10億8,800万円 ４億5,900万円 ▲６億2,900万円

2023 11億8,800万円 ５億0,900万円 ▲６億7,900万円

2024 11億8,800万円 ４億0,800万円 ▲７億8,000万円

2025 11億8,800万円 ４億0,800万円 ▲７億8,000万円

2026 11億8,800万円 ３億0,700万円 ▲８億8,100万円

2027 11億8,800万円 ３億0,700万円 ▲８億8,100万円

2028 11億8,800万円 ２億0,700万円 ▲９億8,100万円

計 111億8,600万円 43億1,900万円 ▲68億6,700万円

委員会の
うごき＝ 各委員会の活動をお知らせします ＝
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町
で
は
、
復
興
計
画
に
基
づ
き
、
竜
田
駅
東
側

地
域
の
開
発
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　

当
委
員
会
で
は
、
こ
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、

担
当
課
よ
り
説
明
を
受
け
、
現
地
に
て
整
備
状
況

を
調
査
し
た
。

１　

新
た
な
町
並
み
へ
の
開
発
・
整
備

　

楢
葉
町
復
興
計
画
の
土
地
利
用
計
画
に
基
づ

き
、
平
成
26
年
３
月
に
「
楢
葉
町
土
地
利
用
計
画

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
と
り
ま
と
め
、
新
た
な

町
並
み
へ
の
開
発
・
整
備
を
推
進
。

○
エ
リ
ア
の
整
備
促
進

　

①
竜
田
駅
東
側
エ
リ
ア

　

②
コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン

　
　
　
　
　
　
　

（
笑
ふ
る
タ
ウ
ン
な
ら
は
）

　

③
産
業
再
生
エ
リ
ア

　
　
　
　
　

（
南
工
業
団
地
・
北
産
業
団
地
）

２　

竜
田
駅
周
辺
（
東
側
エ
リ
ア
）
整
備

　

地
域
活
動
に
お
け
る
多
様
な
機
能
の
結
節
拠
点

の
形
成
を
図
る
た
め
、
東
西
自
由
通
路
及
び
駅
前

広
場
、
居
住
・
宿
泊
エ
リ
ア
等
の
整
備
を
進
め
て

い
る
。

○ 

東
西
自
由
通
路
及
び
橋
上
駅
舎
、駅
前
広
場（
東

口
タ
ー
ミ
ナ
ル
）、
屋
外
ト
イ
レ

・
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
連
携
し
、
令
和
２
年
６
月
供

　

用
開
始
予
定
。

○
宿
泊
施
設

・
当
初
予
定
し
て
い
た
進
出
事
業
者
が
整
備
途

　

中
で
破
産
し
た
た
め
、
新
た
な
ホ
テ
ル
事
業

　

者
を
誘
致
中
。

○
企
業
宿
舎
（
３
５
０
戸
）

・
平
成
29
年
３
月
か
ら
一
部
供
用
開
始
。

　

平
成
29
年
６
月
完
成
。

○
事
業
用
地

・
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
（
６
事
業
者
）
と
４
事
業
者

　

が
操
業
中
。
総
従
業
員
数
１
３
９
名
（
１
月

　

30
日
現
在
）

３　

ま
と
め

　

今
回
調
査
し
た
竜
田
駅
東
側
開
発
事
業
は
、
笑

ふ
る
タ
ウ
ン
の
整
備
と
同
様
、
町
の
復
興
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
重
要
な
施
策
の
一
つ
で
あ
る
。
既

に
完
成
し
供
用
を
開
始
し
て
い
る
企
業
宿
舎
や

事
業
用
地
、
整
備
が
開
始
し
た
駅
前
広
場
に
つ

い
て
は
、
新
た
な
町
並
み
の
整
備
が
順
調
に
進

捗
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　

し
か
し
、
本
事
業
の
中
核
を
成
す
宿
泊
施
設

整
備
が
、
進
出
企
業
の
撤
退
に
よ
り
未
だ
決
定

し
て
お
ら
ず
、
新
た
な
進
出
事
業
者
の
誘
致
を

進
め
る
よ
う
強
く
要
望
し
た
。
ま
た
、
整
備
途

中
で
の
破
産
に
よ
り
現
場
の
安
全
対
策
が
不
十

分
で
あ
り
、
周
辺
住
民
の
安
全
確
保
の
面
か
ら

最
低
限
の
安
全
対
策
を
講
じ
る
よ
う
担
当
課
へ

求
め
た
。

経済福祉常任委員会
①竜田駅東側開発事業の進捗状況	 　【調査日：平成31年２月７日】

竜田駅東側のテナントビル

竜田駅東側の完成イメージ

現地にて整備状況を調査
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町
で
は
、
農
業
の
再
生
を
復
興
の
柱
に
位
置
付

け
、
震
災
以
前
よ
り
主
力
作
物
だ
っ
た
水
稲
栽
培

に
加
え
、
新
た
な
農
産
物
と
し
て
サ
ツ
マ
イ
モ
の

栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

当
委
員
会
で
は
、
今
後
の
町
の
農
業
再
生
に
資

す
る
た
め
、
農
産
物
産
地
化
の
先
進
地
と
し
て
、

町
と
サ
ツ
マ
イ
モ
栽
培
で
協
定
を
結
ん
で
い
る
白

ハ
ト
グ
ル
ー
プ
が
運
営
し
て
い
る
農
業
体
験
施
設

「
な
め
が
た
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
（
茨
城

県
行
方
市
）」
を
視
察
し
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
産
地

化
へ
の
取
組
み
や
農
業
を
中
心
と
し
た
新
た
な
町

お
こ
し
な
ど
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

１　

な
め
が
た
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

　

平
成
27
年
10
月
に
茨
城
県
行
方
市
に
開
業
し
た

農
業
体
験
施
設
で
あ
り
、サ
ツ
マ
イ
モ
の
生
産（
第

１
次
産
業
）、
加
工
（
第
２
次
産
業
）、
販
売
（
第

３
次
産
業
）
ま
で
一
貫
し
た
「
第
６
次
化
」
を
白

ハ
ト
食
品
工
業
株
式
会
社
の
グ
ル
ー
プ
企
業
（
以

下
、
白
ハ
ト
グ
ル
ー
プ
）
が
運
営
し
て
い
る
。　

○
所 

在 

地:

茨
城
県
行
方
市

○
敷
地
面
積:

約
20
万
坪

　
　
　
　
　
　

＝
東
京
ド
ー
ム
15
個
分

○ 

従
業
員
数:

白
ハ
ト
グ
ル
ー
プ
社
員
40
名
、
地

元
雇
用
約
１
６
０
名

○
施
設
概
要

① 

商
業
棟:

廃
校
と
な
っ
た
小
学
校
を
改
修
し
、

お
菓
子
や
パ
ン
な
ど
サ
ツ
マ
イ
モ
加
工
食
品
の

販
売
店
舗
、
地
元
野
菜
の
直
売
所
、
レ
ス
ト
ラ

ン
や
カ
フ
ェ
、体
験
型
工
場
の「
や
き
い
も
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
な
ど
を
運
営
。

② 

工
場
棟:

同
様
に
廃
校
と
な
っ
た
小
学
校
の
体

育
館
を
改
修
し
、
サ
ツ
マ
イ
モ
加
工
工
場
と
し

て
操
業
。

③ 

農
地:

耕
作
放
棄
地
等
を
集
約
し
、
サ
ツ
マ
イ

モ
を
は
じ
め
米
、
レ
ン
コ
ン
、
果
物
な
ど
を
栽

培
し
て
お
り
、
収
穫
体
験
が
可
能
。

④ 

貯
蔵
庫:

最
大
１
，２
０
０
ト
ン
収
容
の
サ
ツ
マ

イ
モ
用
貯
蔵
庫
で
、洗
浄
棟
も
併
設
し
て
い
る
。

⑤ 
そ
の
他:

キ
ャ
ン
プ
場
や
自
然
を
体
験
で
き
る

森
や
広
場
、
公
園
な
ど
。

・
来
場
者
数:

昨
年
実
績
が
年
間
27
万
人　
　

　

将
来
的
に
は
年
間
50
万
人
が
目
標

・ 

事
業
目
標:
サ
ツ
マ
イ
モ
の
第
６
次
産
業
に
、

観
光
、
交
流
、
子
育
て
、
地
域
貢
献
、
Ｉ
Ｔ
農

業
、
教
育
の
６
つ
を
加
え
た
第
12
次
産
業
を
目

指
す
。

２　

楢
葉
町
で
の
取
組
み

　

平
成
29
年
よ
り
、
白
ハ
ト
グ
ル
ー
プ
と
協
定
を

締
結
し
、サ
ツ
マ
イ
モ
栽
培
へ
の
取
組
み
を
開
始
。

　

平
成
29
年　

１
・
３
ha
（
実
証
栽
培
）

　

平
成
30
年　

13 

ha

　

平
成
31（
令
和
元
）年　

30 

ha
（
予
定
）

　
　

→
将
来
的
に
は
50 

ha
を
目
指
す
。

　

町
で
は
、
平
成
31（
令
和
元
）年
度
に
行
方
市
よ

り
も
大
規
模
な
貯
蔵
庫
を
整
備
予
定
。
白
ハ
ト
グ

ル
ー
プ
は
、
今
後
町
内
で
農
業
生
産
法
人
を
設
立

し
、
本
格
的
に
参
入
す
る
計
画
で
あ
る
。

３　

ま
と
め

　

今
回
研
修
し
た
行
方
市
で
の
取
組
み
は
、
農
業

の
再
生
や
特
産
品
の
栽
培
・
耕
作
だ
け
で
な
く
、

観
光
地
と
し
て
の
交
流
人
口
の
増
加
や
新
た
な
雇

用
の
創
出
な
ど
、
地
域
全
体
の
活
性
化
に
繋
が
る

と
い
う
良
い
成
功
例
で
あ
っ
た
。町
で
も
同
様
に
、

サ
ツ
マ
イ
モ
へ
の
取
組
み
が
発
展
し
て
い
く
こ
と

を
期
待
す
る
。

　

今
後
、
サ
ツ
マ
イ
モ
が
町
の
特
産
品
と
な
る
た

め
に
は
、
行
方
市
の
よ
う
に
町
、
Ｊ
Ａ
、
事
業
者
が

緊
密
に
連
携
し
、
さ
ら
に
既
存
の
農
家
か
ら
理
解
を

得
て
、
共
存
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
。

経済福祉常任委員会
②農産物産地化の先進地視察	 　【調査日：平成31年２月12日】

体験型工場内を視察

サツマイモ用貯蔵庫
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＝ 議会の足跡【２月～４月】＝
日付 ２　　　　月

1 議会運営委員会

4 第２回２月議会臨時会

7
東日本大震災及び原子力災害に関する特
別委員会（竜田駅東側開発事業進捗状況）

12
東日本大震災及び原子力災害に関する特
別委員会（農産物産地化：行方市）

18-20
福島県原子力発電所所在町協議会視察研修

（鹿児島県）

25

議会全員協議会（スカイアリーナの運営）

子ども議会

双葉地方町村議会議員研修会（浪江町）

27
双葉地方復旧・復興事業等警察連絡協議
会総会（富岡町）

28 議会運営委員会

日付 ３　　　　月

1 ふたば未来学園高校卒業式（広野町）

2 ＪＦＡアカデミー福島卒校式（静岡県）

4-5 議会合同委員会

7-11 第3回3月議会定例会

11 楢葉町東日本大震災犠牲者追悼式

13 楢葉中学校卒業証書授与式

16 あおぞらこども園卒園式

21 ならはスマートインターチェンジ開通式

22
楢葉南・北小学校卒業証書授与式

議会運営委員会

25

第4回3月議会臨時会

議会全員協議会（①原子力災害広域避難
計画 ②財政運営戦略（本格復興編））

日付 ４　　　　月

1 辞令交付式

3
額賀自由民主党東日本大震災復興加速化
本部長視察来町

5 ＪＦＡアカデミー入校式（静岡県）

6 あおぞらこども園入園式

８

楢葉南・北小学校・中学校入学式

渡辺復興大臣視察来町

県立ふたば未来学園中学校開校式、中学
校・高校入学式（広野町）

９

双葉地方町村議会議長会議（福島市）

浜田復興副大臣と議会議長との意見交換
会（福島市）

13 「ならはスカイアリーナ」落成式

14 大瀧神社例大祭

16
カントリーエレベーター・自動ラック式
米農業用低温倉庫、水稲育苗センター落
成式

17 「楢葉の風」を楽しむ会

20
Ｊヴィレッジ駅開業セレモニー

Ｊヴィレッジグランドオープン記念式典

21 消防団春季検閲式

24
東日本大震災及び原子力災害に関する特
別委員会（リリー園・やまゆり荘）

25 道の駅ならは温泉施設再開セレモニー

２月25日　子ども議会

令和元年６月定例会は、 ６月12日（水）から開会予定です。

【開会日は変更となる場合があります。予めご了承ください。】

※�議会を傍聴される際には、決まりを守り静粛に傍聴されるようお願いいたします。

　�なお、席には限りがありますので、予めご了承ください。


